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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月12日(2011.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポピドンヨード及びヨウ化カリウムを含有してなる消毒液に放射線を照射して滅菌する
滅菌方法。
【請求項２】
　前記消毒液には２０ｇ／Ｌ以下のヨウ化カリウムが含有されることを特徴とする請求項
１に記載の滅菌方法。
【請求項３】
　前記消毒液に含まれるポピドンヨードの濃度は１０％より高いことを特徴とする請求項
１又は２に記載の滅菌方法。
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【請求項４】
　前記消毒液は容器内に密封された後に放射線を照射されることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の滅菌方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の滅菌方法により滅菌されてなる消毒液収容キット。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の滅菌方法により滅菌されてなる消毒液。
【請求項７】
　ポピドンヨード液を放射線照射により滅菌する前に、予めヨウ化カリウムを添加するこ
とを特徴とする、ポピドンヨード液の有効ヨウ素量の低減抑制方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の有効ヨウ素量の低減抑制方法により、放射線照射による有効ヨウ素量
の低減が抑制されたポピドンヨード液。
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